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”みんなでつくろう！住みよいまち！”

「
大
地
震
で
す
！
大
地
震
で
す

！
」長

崎
の
夜
の
街
に
鳴
り
響
く
防

災
行
政
無
線
か
ら
の
緊
急
地
震
速

報
、
そ
し
て
、
携
帯
電
話
の
緊
急

速
報
ア
ラ
ー
ム
。
長
崎
市
内
で
も

強
い
揺
れ
が
観
測
さ
れ
、
強
い
恐

怖
や
不
安
を
感
じ
た
方
も
多
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

平
成
28
年
4
月
14
日(

木)

の
熊

本
県
熊
本
地
方
を
震
源
と
す
る
地

震
は
、
多
数
の
死
傷
者
や
家
屋
の

倒
壊
な
ど
、
熊
本
県
益
城
町
を
は

じ
め
、
県
内
外
に
多
大
な
被
害
を

与
え
ま
し
た
。

地
震
発
生
か
ら
約
5
ヵ
月
が
経

過
し
た
今
で
も
な
お
、
長
期
化
す

る
避
難
生
活
や
見
通
し
の
立
た
な

い
今
後
の
生
活
へ
の
不
安
を
抱

く
、
多
く
の
被
災
者
が
お
ら
れ
ま

す
。赤

い
羽
根
共
同
募
金
で
は
、
被

災
さ
れ
た
方
々
を
支
援
し
て
い
く

た
め
、
次
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

あ
の
人
！
ど
ん
な
人
！
こ
ん
な
人
！

松
本

義
治
さ
ん

同
年
7
月
11
日
現
在
、
長
崎
県

共
同
募
金
会
に
寄
せ
ら
れ
た
義
援

金
総
額
は
226
万
8
千
6
百
7
十
5

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
熊
本
地
震
義
援
金
は
平

成
29
年
3
月
31
日
（
金
）
ま
で
受

け
付
け
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
長
崎
県
共
同
募
金
会
長

崎
市
支
会
（
長
崎
市
社
会
福
祉
協

議
会
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

こ
の
よ
う
に
、
被
災
地
で
支

援
活
動
を
行
う
団
体
を
経
済
的

に
支
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
募

金
（
支
援
金
）
を
集
め
る
と
い

う
も
の
が
「
ボ
ラ
サ
ポ
・
九

州
」
で
す
。

平
成
28
年
5
月
13
日
現
在
、

約
3
億
1
千
7
百
万
円
の
募
金

が
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
募
金
は
、
各
団
体
か

ら
申
請
さ
れ
た
支
援
活
動
の
内

容
を
も
と
に
、
中
央
共
同
募
金

会
に
設
置
さ
れ
た
運
営
・
審
査

委
員
会
の
審
査
を
経
て
、
助
成

の
有
無
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
「
ボ
ラ
サ
ポ

・
九
州
」
へ
の
募
金
は
、
被
災

地
で
活
動
す
る
各
団
体
へ
の
助

成
を
通
じ
て
、
被
災
さ
れ
た
方

々
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
今
年
の
4
月
に
新
し
く
社
協

滑
石
支
部
の
支
部
長
と
な
ら
れ
ま
し
た
、

松
本
義
治
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

松
本
支
部
長
は
、
4
月
よ
り
滑
石
地
区

連
合
自
治
会
長
に
も
就
任
さ
れ
て
お
り
、

地
域
活
動
以
外
に
も
、
長
崎
フ
ー
ド
バ
ン

ク
シ
ス
テ
ム
ズ
を
運
営
す
る
特
定
非
営
利

活
動
法
人

昴
の
理
事
長
も
務
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
過
去
に
は
、
長
崎
市
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
で
の
活
動
や
わ
か
ば
の
里
、

小
浦
の
里
の
設
立
・
運
営
に
携
わ
ら
れ
た

ご
経
験
が
お
有
り
で
、
長
崎
市
の
福
祉
の

推
進
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
方
で
す
。

滑
石
支
部
の
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て

〝
親
子
ふ
れ
あ
い
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
〟
が
あ
り

ま
す
。

今
年
度
は
、
8
月
21
日(

日)

9
時
30
分

よ
り
、
大
橋
町
の
長
崎
ラ
ッ
キ
ー
ボ
ウ
ル

で
開
催
さ
れ
、
滑
石
地
区
の
全
11
自
治
会

か
ら
総
勢
140
名
ほ
ど
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。こ

の
大
会
は
、
年
に
１
度
の
ふ
れ
あ
い

の
場
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
な
ん
と
約
20
年
以
上
続
い
て
い
る
行

事
だ
そ
う
で
す
。

9
時
半
の
開
会
後
、
大
人
の
部
と

子
ど
も
の
部
に
分
か
れ
て
開
催
さ

れ
、
最
後
に
は
、
順
位
発
表
と
表

彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。

団
体
別
で
は
、
1
位
が
山
手
自

治
会
、
次
い
で
葉
山
葵
自
治
会
、

打
坂
自
治
会
と
い
う
結
果
で
し

た
。表

彰
式
で
は
、
入
賞
団
体
に
賞

状
の
授
与
が
行
わ
れ
、
個
人
の
入

賞
者
に
は
、
お
米
10
キ
ロ
や
生
活

用
品
な
ど
の
景
品
が
用
意
さ
れ
て

ま
し
た
。

終
始
賑
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
、
松
本
支

部
長
は
、
「
年
に
1
度
の
こ
の
大

会
を
き
っ
か
け
に
、

地
域
の
ふ
れ

あ
い
を
大
事
に
し
て
い
こ
う
と
い

う
意
識
が
芽
生
え
た
ら
幸
い
で

す
。
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

社
協

滑
石
支
部

「
ボ
ラ
サ
ポ
・
九
州
」

と
は
、
支
え
る
人
を
支

え
る
募
金
で
す
。

熊
本
地
震
の
被
災
地

で
は
、
緊
急
的
な
支
援
は
も
と

よ
り
、
今
後
、
生
活
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
再
建
し
て
い
く
た
め

に
、
被
災
地
住
民
同
士
が
支
え

あ
う
活
動
や
、
全
国
か
ら
応
援

に
入
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
が
行
う

活
動
に
よ
り
、
被
災
さ
れ
た
方

々
を
長
期
間
、
継
続
的
に
支
え

る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

「

義

援

金

」

は
、
災
害
に
よ

り
被
災
さ
れ
た

方
々
へ
の
お
見

舞
金
と
し
て
、

共
同
募
金
会
や

日
本
赤
十
字
社
、
被
災
都
道
府

県
庁
な
ど
で
お
預
か
り
し
た
全

額
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
道
府
県

に
設
置
さ
れ
る
義
援
金
配
分
委

員
会
に
集
約
さ
れ
、
被
害
状
況

に
応
じ
て
配
分
額
を
決
定
し
、

市
町
村
行
政
か
ら
被
災
さ
れ
た

方
々
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

平
成
28
年
6
月
8
日
現
在
、

137
億
5
千
9
百
12
万
円
（
6
月

3
日
現
在
確
認
済
の
義
援
金
総

額
の
約
83
・
2
％
）
が
被
災
者

の
方
々
へ
配
分
さ
れ
る
こ
と
が

決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
の
都
道
府
県

共
同
募
金
会
で
は
、

災
害
時
に
被
災
地
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
支
援
す
る
た
め

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
実
績
総

額
の
約
3
％
が
「
災
害
等
準
備

金
」
と
し
て
毎
年
積
み
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
際

に
は
、
被
災
地
復
興
の
た
め
、

全
国
各
地
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
が
被
災
地
に
訪
れ
、
家

屋
の
土
砂
の
撤
去
や
側
溝
の
泥

上
げ
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る
「
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」

の
運
営
を
資
金
的
に
支
え
る
仕

組
み
が
「
災
害
等
準
備
金
」
で

す
。今

回
の
熊
本
地
震
で
も
、
全

国
の
都
道
府
県
共
同
募
金
会
か

ら
2
億
6
千
万
円
が
拠
出
（
長

崎
県
共
同
募
金
会
は
5
百
40
万

円
を
拠
出
）
さ
れ
、
被
災
地
の

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支

え
て
い
ま
す
。

今
年
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
創
設
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。
皆
様

か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
の
一
部
が
各
地
で
災
害
に
遭
わ
れ
た
方
々

の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
、
一
人
で
も
多
く
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

親
子
ふ
れ
あ
い

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

気
に
な
る
結
果
は
…
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去
る
6
月
28
日(

火)

午
後
6
時

50
分
頃
、
降
り
続
く
雨
の
影
響
に

よ
り
、
御
船
蔵
町
で
斜
面
地
の
石

垣
が
崩
落
し
、
民
家
6
棟
が
全
半

壊
す
る
と
い
う
災
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
現
場
周
辺
の

22
世
帯
に
避
難
指
示
が
発
令
さ

れ
、
避
難
区
域
内
に
居
住
す
る
住

民
は
、
西
坂
小
学
校
の
体
育
館
や

公
民
館
へ
避
難
を
強
い
ら
れ
ま
し

た
。
突
然
の
災
害
に
避
難
さ
れ
た

住
民
の
方
は
、
着
の
身
着
の
ま
ま

で
避
難
さ
れ
て
お
り
、
避
難
所
で

の
生
活
を
ど
う
す
る
か
不
安
を
感

じ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
災

害
発
生
の
翌
日
に
は
、
西
坂
地
区

の
連
合
自
治
会
が
関
係
団
体
と
緊

急
の
会
議
を
開
き
、
各
関
係
団
体

と
連
携
し
て
避
難
所
へ
の
食
事
な

ど
の
支
援
や
、
行
政
へ
の
支
援
の

呼
び
掛
け
を
行
い
、
避
難
さ
れ
て

い
る
方
た
ち
へ
の
支
援
対
応
が
迅

速
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た

迅
速
な
対
応
の
背
景
に
は
、
西
坂

地
区
の
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
が
あ

り
ま
し
た
。

西
坂
地
区
で
は
数
年
前
か
ら
防

災
マ
ッ
プ
を
作
っ
て
地
域
の
危
険

箇
所
を
把
握
し
た
り
、
地
区
で
防

災
訓
練
を
し
た
り
、
関
係
団
体
と

連
携
し
て
「
防
災
協
議
会
」
を
組

織
す
る
な
ど
、
地
域
全
体
で
防
災

に
取
り
組
ん
で
来
た
経
緯
が
あ
り

ま
す
。
去
る
7
月
3
日
に
も
御
船

蔵
町
の
災
害
発
生
か
ら
5
日
後
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
西
坂
地
区
で
の

防
災
訓
練
が
予
定
通
り
実
施
さ

れ
、
当
日
は
梅
雨
の
晴
れ
間
の
蒸

し
暑
い
日
で
し
た
が
、
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

世
代
か
ら
約
100
名
ほ
ど
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
訓
練
で
は
、
実
際

に
西
坂
の
町
を
歩
き
な
が
ら
避
難

経
路
を
確
認
し
、
車
イ
ス
や
担
架

を
使
っ
た
避
難
訓
練
や
消
火
器
を

使
っ
て
の
消
火
訓
練
な
ど
が
行
わ

れ
、
最
後
に
防
災
に
関
す
る
ク
イ

ズ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
参
加
者
全

員
で
防
災
に
関
す
る
知
識
を
深
め

ま
し
た
。

西
坂
地
区
は
斜
面
地
が
多
く
、

高
齢
者
も
多
く
住
ん
で
い
ま
す
。

今
回
、
御
船
蔵
町
の
災
害
が
発
生

し
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
方
の

防
災
意
識
も
高
ま
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
い

ざ
災
害
が
起
き
た
時
、
日
ご
ろ
か

ら
の
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
や
、

助
け
合
い
が
な
け
れ
ば
、
迅
速
に

対
応
す
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
で

す
。
西
坂
地
区
で
は
、
そ
う
い
っ

た
日
ご
ろ
か
ら
の
地
域
の
つ
な
が

り
を
強
く
す
る
た
め
に
、
地
区
を

あ
げ
た
行
事
を
開
催
し
た
り
、
住

民
参
加
の
活
動
に
力
を
入
れ
る
な

ど
し
て
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

御船蔵町の崩落現場

消火器で火元を狙って
それ！消火！！

夏
休
み
に
入
っ

て
一
週
間
後
の
7

月
27
日(

水)

の

朝
、
ダ
イ
ヤ
ラ
ン
ド
・
小
ヶ
倉
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
子
ど
も
た

ち
の
大
き
な
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し

た
。
こ
の
日
行
わ
れ
て
い
た
の
は
、

社
協
ダ
イ
ヤ
ラ
ン
ド
支
部
主
催
で
開

催
さ
れ
た
〝
子
ど
も
会
交
流
お
楽
し

み
会
〟
で
す
。

『
の
っ
ぽ
タ
ワ
ー
ゲ
ー
ム
』
で

は
、
紙
パ
ッ
ク
を
使
っ
て
、
チ
ー
ム

み
ん
な
ひ
と
り
ひ
と
り
の
力
を
合
わ

せ
、
制
限
時
間
内
に
ど
こ
ま
で
積
み

重
ね
ら
れ
る
か
、
そ
の
高
さ
を
競
い

ま
す
。
『
ロ
ン
グ
ロ
ン
グ
ゲ
ー
ム
』

は
、
新
聞
紙
を
リ
ン
ゴ
の
皮
む
き
の

よ
う
に
手
先
で
破
り
な
が
ら
、
制
限

時
間
内
で
ど
れ
だ
け
長
く
つ
な
げ
て

い
け
る
か
、
そ
の
長
さ
を
一
人
ひ
と

り
が
競
い
ま
す
。

の
っ
ぽ
タ
ワ
ー
ゲ
ー
ム
で
は
、
途

中
で
タ
ワ
ー
が
崩
れ
て
し
ま
う
チ
ー

ム
や
制
限
時
間
間
際
に
紙
パ
ッ
ク
を

立
て
、
高
さ
を
一
気
に
稼
ぐ
チ
ー
ム

も
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
は
1
位
・

2
位
の
チ
ー
ム
と
大
人
チ
ー
ム
で
対

戦
し
、
大
人
も
頑
張
り
ま
し
た
が
、

子
供
た
ち
の
足
の
速
さ
に
は
勝
て
ず
、

完
敗
で
し
た
。
ロ
ン
グ
ロ
ン
グ
ゲ
ー
ム

で
は
、
み
ん
な
真
剣
に
新
聞
紙
を
破

り
、
最
後
に
は
子
ど
も
も
大
人
も
長
さ

を
見
比
べ
た
り
と
、
終
始
大
盛
り
上
が

り
で
し
た
。

ダ
イ
ヤ
ラ
ン
ド
支
部
で
は
、
こ
の
日

の
た
め
に
、
役
員
の
皆
さ
ん
で
企
画
を

行
い
、
連
合
自
治
会
、
各
自
治
会(

子

ど
も
会)

や
学
童
保
育
、
老
人
ク
ラ
ブ

に
呼
び
か
け
、
ま
た
、
南
長
崎
小
学
校

の
協
力
で
全
校
生
徒
に
案
内
チ
ラ
シ
を

配
布
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
昨
年
は
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
入
り
混
じ
っ
て
輪

投
げ
や
水
鉄
砲
を
し
て
遊
ん
だ
と
の
こ

と
で
す
が
、
今
年
も
子
ど
も
に
加
え
て

そ
の
お
母
さ
ん
方
や
高
齢
者
も
一
緒
に

な
っ
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

ダ
イ
ヤ
ラ
ン
ド
支
部
山
下
支
部
長

は
、
こ
の
よ
う
な
企
画
が
家
の
中
で
の

会
話
に
な
っ
て
、
社
協
支
部
が
地
域
の

い
ろ
ん
な
団
体
や
世
代
の
違
う
人
た
ち

の
接
点
に
な
る

よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
「
目
玉
な

い
け
ど

キ
ラ

リ

と

光

る

活

動
」
を
継
続
し

て
い
き
た
い
、

と
語
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

平
成
28
年
7
月
27
日
（
水
）
、

式
見
地
区
公
民
館
に
て
〝
サ
ロ
ン

情
報
交
換
会
″
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
長
崎
市
小
江
原
・
式
見
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
主
催
で
行

わ
れ
た
こ
の
情
報
交
換
会
に
は
、

式
見
、
手
熊
、
桜
が
丘
、
小
江
原

の
４
地
区
か
ら
、
高
齢
者
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

々
総
勢
30
名
の
他
、
市
関
係
課
や

警
察
署
、
地
域
内
の
病
院
や
介
護

事
業
所
か
ら
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
多
く
の
関
係
者
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
初
め
て
近
隣
地
区
内
の
サ

ロ
ン
関
係
者
が
一
同
に
会
し
た
こ

の
情
報
交
換
会
で
は
、
「
サ
ロ
ン

活
動
で
困
っ
て
い
る
こ
と
」
な
ど

に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
「
参
加
者
を
飽
き
さ
せ
な
い

メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
に
苦
労
し
て
い

る
」
、
「
（
サ
ロ
ン
に
）
女
性
は

た
く
さ
ん
参
加
し
て
く
れ
る
が
、

男
性
の
参
加
が
少
な
い
」
、
「
サ

ロ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
に
体
操
を
多
く

取
り
入
れ
た
い
が
、
指
導
が
で
き

な
い
」
、
「
（
サ
ロ
ン
の
）
会
場

が
集
会
所
の
二
階
な
の
で
、
移
動

が
困
難
な
参
加
者
が
ケ
ガ
を
し
な

い
か
心
配
」
な
ど
、
様
々
な
ご
意

見
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
困
り
ご
と
に
対
し
、
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
か
ら
「
創
作
体
操
な
ど
、

う
ち
の
職
員
が
教
え
る
こ
と
も
で

き
る
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下

さ
い
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
助
言

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
「
い
ろ
ん

な
ア
イ
デ
ア
を
た
く
さ
ん
知
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
、
情
報
交
換
会

に
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
、
「
サ

ロ
ン
活
動
を
応
援
し
て
下
さ
る
福

祉
の
専
門
職
の
方
々
が
地
域
の
中

に
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
こ
と
が

分
か
っ
て
心
強
く
感
じ
た
」
な

ど
、
参
加
者
に
と
っ
て
も
今
回
の

集
ま
り
は
大
変
有
意
義
な
も
の
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
会
を
通

じ
て
、
サ
ロ
ン
同
士
の
交
流
だ
け

で
は
な
く
、
専
門
職
と
の
つ
な
が

り
が
よ
り
一
層
深
ま
り
、
サ
ロ
ン

活
動
が
よ
り
一
層
活
発
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

各グループとも活発に意見が
飛び交っています！

①週1回開催型･･･44箇所
②月1～2回開催型･･･94箇所

平
成
28
年
7
月
5

日(

火)

に
高
尾
地
区

で
開
設
さ
れ
た
『
に

こ
に
こ
サ
ロ
ン
』
を

紹
介
し
ま
す
。

毎
週
火
曜
日
の
午

後
に
、
体
操
や
カ
ラ

オ
ケ
、
ゲ
ー
ム
、
民

謡
な
ど
で
参
加
者
の

皆
さ
ん
が
楽
し
い
時

間
を
過
ご
さ
れ
て
い

ま
す
。


